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Ⅴ 統計トピックス

景気動向指数について－本県でもＣＩ中心の公表に－

１ 景気動向指数とは

景気動向指数とは､ 景気の現状を知り将来の予測に役立てるために内閣府や都道府県が作成する指標であ
り､ コンポジット(注)・インデックス (ＣＩ) とディフュージョン(注)・インデックス (ＤＩ) があります｡
ＣＩは構成する指標の動きを合成することで景気変動の大きさやテンポを､ ＤＩは構成する指標のうち､
改善している指標の割合を算出することで､ 景気の各経済部門への波及の度合いを測定することを主な目的
としている､ という違いがあります｡ (図１)
２ 本県でもＣＩ中心の公表に

従来､ 景気動向指数はＤＩを中心とした公表形態でしたが､ 近年､ 景気変動の大きさや量感を把握するこ
とがより重要になっていることから､ 内閣府では2008年４月値以降､ ＣＩを中心の公表形態に移行していま
す｡ 本県でも今回発行の本冊子 ｢季報いしかわの統計 (2011年７月号)｣ の値から､ ＣＩ中心の公表にする
こととしました｡
３ 採用している系列

ＣＩにもＤＩと同様に､ 景気に数ヶ月先行して
動く ｢先行指数｣､ 一致して動く ｢一致指数｣､ 数
ヶ月から半年遅れて動く ｢遅行指数｣ の３種類が
あります｡
景気の現状把握には一致指数を利用します｡ 先
行指数は､ 景気の動きを予測する目的で利用しま
す｡ 遅行指数は､ 事後的な確認に用います｡ 本県
で採用している系列は表１のとおりです｡
４ ＣＩ利用の仕方

一般的に､ 一致指数が上昇している時は景気の
拡張局面､ 低下している時は後退局面であり､ 一
致指数の動きと景気の転換点は概ね一致します｡
一致指数の変化の大きさから､ 景気の拡張又は
後退のテンポを読み取ります｡
なお､ 景気動向指数は､ 各経済部門から選ばれ
た指標の動きを統合して､ 単一の指標によって景
気を把握しようとするものであり､ すべての経済
指標を総合的に勘案して景気を捉えようとするも
のではないことに留意する必要があります｡

表１ 採用系列について

区 分 系 列 名 備 考

先
行
指
数

Ｌ１ 新設住宅着工戸数 季節調整値※
Ｌ２ 所定外労働時間 (Ｆ－30人) 季節調整値※
Ｌ３ 東証株価指数 前年同月比
Ｌ４ 新車新規登録数 季節調整値※
Ｌ５ 新規求人数 季節調整値※
Ｌ６ 銀行貸出残高 前年同月比

一

致

指

数

Ｃ１ 有効求人倍率 季節調整値
Ｃ２ 大口電力使用量 季節調整値※
Ｃ３ 鉱工業生産指数 (総合) 季節調整値
Ｃ４ 鉱工業生産指数 (機械) 季節調整値
Ｃ５ 鉱工業生産指数 (繊維) 季節調整値
Ｃ６ 百貨店販売額 (実質) 前年同月比
Ｃ７ 温泉旅館宿泊客数 季節調整値※
Ｃ８ 単位労働コスト (Ｆ－30人) (逆) 季節調整値※

遅
行
指
数

ＬＧ１ 消費者物価指数 (総合) 前年同月比
ＬＧ２ 雇用指数 (ＴＬ－30人) ※２ 前年同月比
ＬＧ３ 賃金指数(ＴＬ－30人)(実質)※２ 前年同月比
ＬＧ４ 法人事業税 (含地方法人特別税) 季節調整値※
ＬＧ５ 雇用保険受給者数 (逆) 季節調整値※
ＬＧ６ 営業倉庫在庫高 季節調整値※

※ 景気動向指数を作成する際に独自に季節調整を行っている系列である｡
※２ 雇用指数､ 賃金指数のＴＬは調査産業計､ 30人は30人以上の事業所

図１ 石川県のＣＩ・ＤＩ (一致指数) の推移とその違い (シャドー部分は国の景気後退期を示す)

(注) コンポジット…いくつかの要素が合成・複合していること､ ディフュージョン…普及・流布・伝播 (でんぱ)




